総義歯患者におけるQOLを求めて
（BPSを用いた歯科医師と歯科技工士のコラボレーション）

社会情勢も急速に変化する時代に、我国も間近に控えた超高齢化社会の到来で２１世紀の歯科医療はどのように変わっていくのか？歯科技工はどうあるべきか模索しております。

厚生労働行政においても、患者さんの『Quality　of  Life』を考えた質的医療へとシフトされてきています。とりわけ総義歯の臨床は、すでに失われた口腔機能を回復する二義的人工臓器の役割と、歯科医療のターミナルケアーでもある無歯顎者のQOLとなる、品質管理された人工臓器義歯やインプラントを用いた補綴装置が求められているように思います。また、患者さんの歯科補綴装置（歯科技工）に対するニーズも益々高度化、多様化してきていると考えます。

そこで今回のセミナーでは、このような問題を解決するため、吉木邦男先生と共にヒントとなるＢＰＳの臨床システムの義歯製作法を紹介してみたいと考えています。近年医療先進国で多く採用されてきているB　P　S（生体機能的補綴システム）イボクラールビバデント社（リヒテンシュタイン）が大学の研究者、歯科医師、歯科技工士の臨床的学問アイディア等を取り入れ長年にわたって構築した生体機能的補綴システムで、現在アメリカにおける大学、歯学部の２３校がカリキュラムとなつています。そこでBPSのコンセプトとガイドラインを歯科医師とのコラボレーションにより、臨床技工のエビデンス（根拠）を求めた義歯製作のポイントを時間の許す限り皆様と共に考察したいと思います。
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